
 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーション能力を高めるには  

                     校長 冨永 英明  

 

 ３年生の三者面談，１，２年生の教育相談が終わりました。

２学期も残り 1ケ月弱となり，締めくくりの時期に入ります

が，３年生にとっては，進路実現に向けて大切な時期になっ

てきます。体調管理には十分留意して，毎日の生活を充実し

たものにして欲しいと思います。 

 先日，近隣の高校を訪問した際，高校卒業後に就職を希望

している生徒の就職内定率は，ほぼ 100％（11月中旬現在）

であり，企業はコミュニケーション能力のある生徒を採用し

たがる傾向があることを聞きました。厚生労働省の調査によ

ると「企業が高校生を採用する際に重視する能力」の上位 3項目は「コミュニケーション能

力」「基礎学力」「責任感」という結果となっており，その中でも最も重視する能力が「コミ

ュニケーション能力」のようです。 

そこで，コミュニケーション能力（他者と意思疎通ができ，関係性を築くことができる能力）

を高めるための具体的な取組例として，日常生活で「聞く・話す・関わる」の 3 つのことを意識し

て生活を送ることができているか再確認してみてください。 

 

 心がけるポイント 

聞く 
□ 相手が話をしている時には，話の途中で口をはさまない。 

□ 「この人はどうしてこう言ったのかな？」と相手の気持ちを考える。 

話す 
□ 結論→理由（私は Aだと思う。理由は…）という順番で相手に話す。 

□ 「嬉しかった」「困っている」など自分の気持ちを言葉で伝える。 

関わる 
□ 級友や部活の仲間，地域の方々，誰とでも挨拶を交わす。 

□ いろいろなタイプの友達と積極的に関わる。 

  

「聞く・話す・関わる」ことを普段の生活の中で意識して取り組み，継続していくことで 

蒲生中の生徒がコミュニケーション能力を更に高めてくれることを期待しています。 

「学校教育目標」：自ら考え，判断し，主体的に行動できる生徒の育成 
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１１月，地域指導者の協力のもと，保健体育担当教員と連携したダンス授業を行いました。指導者

にダンスインストラクターとしての指導経験があり，自身もダンサーとして数多くのコンテスト等で活躍

されている山口晴加さんに来校していただき，現代的なリズムのダンスや創作ダンスを中心に指導し

ていただきました。 

生徒たちはリズムの取り方，振り付けなど 

ダンスの楽しさを体感し，笑顔で踊っている 

姿が素敵でした。 

4 日(木) 進路学習「面接指導」（3 年生） 

5 日(金) 人権週間の取組 

9 日(火) マナー講座（2 年生）  

10 日(水) 薬物乱用防止教室（１年生･３年生） 

       市ＳＣ来校（午後） 

12 日(金) １・２年生ＰＴＡ・授業参観 

県ＳＣ来校（午後） 

13 日(土) 土曜授業 

家庭教育学級「門松づくり」13:30～ 

※ 生徒も希望者は参加できます。 

19 日(金) 家庭教育学級「ヨガ講座」13:30～ 

23 日(火) 県ＳＣ来校（午後） 

24 日(水) ２学期終業式，大掃除 

25 日(木) ＰＴＡ生活指導部校外生活指導 17:00～ 

1１月４日（火）に本校の卒業生による進路講演会を実施しました。講師は現在，北海道で弁護士

としてご活躍されている南村早紀先生をお招きしました。蒲生中・高時代をどのように過ごされていた

か，進路選択・職業選択にどのように向き合ってきたか，現在の仕事や生活などについても熱心に語

っていただきました。 

「夢と目標の違いについて」「スキマ時間を大切にして行動してみること」 

「将来の選択肢を狭めない努力をすること，できることを増やすこと」などの 

アドバイスがありました。先輩の率直な語り口に惹きつけられ，生徒たちは 

大いに刺激を受けたようでした。将来を考え今の自分を見つめる良い機会 

になりました。 

11/4～７日，県民週間の取組が県内各地で実施

され，本校でも自由参観を行い，多くの御家族，地域

の方々が来校されました。それぞれの学年，学級で

生徒たちが意欲的に活動する姿が見られたのでは

ないかと思います。ありがとうございました。 

11月 29日，川辺文化会館にて「南九州市かわなべ青の俳句大会」の受賞式がありました。

蒲生中学校は「特選」に３人，「入選」に４人が選ばれ，「学校賞」も受賞しました。     

特選 １年 篠原 愛斗 「夕立や 濡れて笑顔の 子ら帰る」 
特選 ２年 松原 喜久枝  「赤とんぼ なにがそんなに 恥ずかしい」 
特選 ３年 丸野 陸空 「夕立や 走る自転車 軋む音」 
入選 １年 上津 悠雅 「骨折中 流れるプール ながめてる」 
入選 ２年 垣本 遥叶 「海と空 目にして想う 水鏡」 
入選 ２年 田ノ上 迅 「金魚すくい 逃げろ逃げろ つかまるぞ」 
入選 ３年 竹内 希心 「初雪が 街を静かに 眠らせる」 

※11月 27日の南日本新聞朝刊でも紹介されました

１１月１２日，姶良伊佐法人会女性部会から手作

り雑巾の贈呈がありました。 

贈呈式では，中学生に対して期待する思いなどを

述べていただき，たくさんの 

雑巾をいただきました。その 

思いを大切にしながら，使わ 

せていただきます。 


